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１．事業目的
・母親の減災力向上により、地域全体の減災力
の底上げができること。
・社会的弱者とされる子ども ( 特に乳幼児 ) の災
害リスクの軽減が図れること。

２．事業内容
①託児付き減災講座の開催
②地域の子育て世代の、災害に関する意識調査

３．実施日時
①平成 29 年 11 月 23 日　10：00 ～ 15：00
    平成 29 年 12 月 17 日　10：00 ～ 12：00
②平成 29 年 9 月

４．実施場所
①下田市吉佐美「わんさ花」
②下田こども園、下田保育園、下田幼稚園、稲
生沢保育園、ひかり保育園

５．対象者
①下田市内の乳幼児の父母または保護者、下田
市民、南伊豆町民
②下田市内の乳幼児の父母または保護者

６．参加人数
① 11 月 23 日　８名
　 12 月 17 日　２名

【意識調査】（アンケート）

　　　　　　　　

５．ご近助 ストック＆ピクニック
        

   
減災活動グループ ご近助さん

代表　加藤 章子
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9 月減災アンケート結果

質問 2. お住まいの地域で考えられる災害リスク
を教えてください
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質問 5. 災害、減災などについて知りたい事はあ
りますか？

〈稲生沢・ひかり保育園〉
回収率

２．災害リスク

質問 3. お子様について教えてください。

質問 4. 災害に対して何かしらの対策をしていま
すか？
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〈稲生沢・ひかり保育園アンケートから見えてき
たこと〉
・自宅の災害リスクでは地震、風水害、土砂災
害を考えている方が多い。
・何らかの災害対策をしている人は３割程度。
・知りたい事はたくさんある。
※災害への心配はたくさんあるようですが、対
策は進んでいない方が多いようです。これから
色々知って備えていきたい方が多い様です。

〈こども園〉
回収率

２．災害リスク

４．災害対策

４．災害対策

５．知りたいこと
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５．知りたいこと

〈こども園アンケートから見えてきたこと〉
・自宅の災害リスクでは地震、津波、風水害、
土砂災害を考えている方が多い。
・何らかの災害対策をしている人は３割程度。
・知りたい事はたくさんある。
※災害への心配はたくさんあるようですが、対
策は進んでいない方が多いようです。これから
色々知って備えていきたい方が多い様です。

〈下田保育園〉
回収率

２．災害リスク

４．災害対策
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２．災害リスク

４．災害対策

５．知りたいこと

〈下田保育園アンケートから見えてきたこと〉
・地震をとても心配している人が多い。
・自宅の災害で心配なのは津波と答える人が一
番多い。
・災害対策をしていない人が半数以上いる。
・防災訓練の参加、情報手段の用意、備蓄品の
準備、家族での話し合いをしている人は全体の
3 割以上いる。
・避難経路・救助活動計画、避難所の生活を知
りたい人は約半数いる。

〈下田幼稚園〉
回収率
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５．知りたいこと

〈下田幼稚園アンケートから見えてきたこと〉
・地震と津波を心配している人が多い。
・ほとんどの方が災害対策をしている。情報収
集手段防災訓練の参加、　情報手段・備蓄品・持
ち出し品準備、避難所の確認は半数以上の人が
している。
・避難経路・救助活動計画、支援物資の予測、
避難所の生活、情報収集手段など知りたい人が
多い。
・下田幼稚園の方の災害への対策は一番多くさ
れいた。

ご近助さんＴＵＮＡＭＩ講座スゴス篇　　
12/17

〈実験的非常食クッキング〉
Menu…ご飯、親子煮、切干大根ツナサラダ、
用意するもの…お米 80 ｇ、水 100ml、焼き鳥缶 1、卵 1、
切干大根 50 ｇ、ツナ缶 1、ホタテ缶 1、きゅうり 1、ハム適量、
マヨネーズ適量、お好みでおろし生姜チューブ、ポリ袋、鍋、

鍋の底にひくお皿菜箸、お皿、お箸、軽量カップ、はかり
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なんで備蓄が必要なの？
●災害発生後、ライフラインの断絶や物流ストップなど
で、食料が手に入り辛い。
●特に下田は、陸・主要道路の寸断、海・津波により港
の破壊、空・静岡県の中でも最後の支援という条件であ
り、数日以上支援物資が届かない事も予想される。
●非常食は高いし食べ慣れていない。そのため子どもが
食べてくれるかわからない。普段から食べ慣れているも
のを災害時でも食べることで、精神的安定も得られる。
そのためには？
●備蓄食材のローリングストック法が有効！！
●普段食べている食料を 1 回分多く買っておいて、月
に一度材料買い足して災害時を想定して作って食べてみ
る。
どのくらい必要？
●静岡県の推奨は７日間以上。一人分で水は一日 3ℓ×
７日で、21ℓ。2ℓペットボトルで 10 本。
●備蓄は今あるもので数日は過ごせる量になると言われ

ているが、水は用意しないと不足することが・・・。

８．今後の展望
　活動を希望している下田市内の乳幼児の父母
または保護者の方がいるため、今後も年に数回
の集まりを行っていく。

９．協働団体
①・下田看護専門学校
　・下田高校
②・下田こども園
　・下田保育園
　・下田幼稚園
　・稲生沢保育園
　・ひかり保育園

まずは命の安全を！
●いくら備蓄を用意しても、災害発生時に命を落として
しまっては何の意味もありません。
●命を守るためには・・・自宅の耐震化、家具の転倒防止、
揺れの中身を守る方法などが必須。
●特に下田・伊豆地域の沿岸部は津波被害が予想される。
地震の時は、とにかく身を守り素早く避難できるように
日頃から考えておく事が有効。
●そのためには、市の補助金を利用しての耐震化・転倒
防止対策、自分だけでなく子どもも身を守る方法を練習
( ダンゴムシのポーズ、お母さんのお腹に隠れろ！ )、避
難経路の確認 ( 街中で買い物中被災するかもしれません )
などが必要。
自宅を避難所に。
●避難所は厚さ寒さが厳しく、プライバシーの確保も難
しい。トイレの衛生管理や感染症、災害弱者の性的被害
などもある。子どもは遊んだり、はしゃいだりすると怒
られる事も。
●避難所に行かなくて済むように、自宅を安全基地

７．事業の成果
①講座参加者の中から、自主的に今後の防災・
減災活動をしていきたいという方が 5 名いた。
12 月 29 日に災害食を食べながら災害・迷子カー
ドの作成を、2 月に開催場所「わんさ花」のこ
ども食堂にて災害食提供、3 月に災害食の調理
実習を予定している。また地域の居場所づくり

「やね」で災害食のおやつ作りを予定している。
②アンケートの回収率は 70％台と低く、また今
後活動したいと表明して頂いた方も実際は参加
者が１名という結果で、下田市内の乳幼児の父
母または保護者の災害・減災意識への改善はな
されなかったと考える。各園の先生方の意識は
高く、今後も活動に協力してくれる園もあった。
４月に稲生沢保育園、ひかり保育園で、９月に
下田こども園にて、未就学児の親・保護者対象
の防災・減災講座を行う予定である。また市内
での下田市内の乳幼児の父母または保護者の災
害に対するアンケートは、今まで行った事がな
く、賀茂振興局危機管理課・下田市防災課・社
会福祉協議会などと、アンケートの分析する機
会を予定している。
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